
■プログラム委員会
梁瀬仁一委員長

副委員長 木下　進
委　　員 金井敬司・片山晃一・春日政志
例会はロータリーの基本的活動でありま

す。その例会時間の半分の30分間がプログ
ラム委員会の受け持ちとなると、プログラム
こそはロータリー活動の主幹となしてるとの
理解と認識を自覚して、次に掲げる内容を各
委員会の皆様に協力をいただき立案してプロ
グラムを組み立てて行きたいと考えておりま
す。
①会員同士一層深く知り合い親睦が深まるよ
うに「各委員会受け持ち」で提供していただ
くことを原則とします。
②ロータリーを理解してもらうこと。
③ロータリーの目標である「親睦と奉仕」を
促進するもの。
④地域社会の業界、団体に広く講師の目を向
ける。
■クラブ広報（会報）・ＩＴ委員会

綿貫利彦委員長
副委員長　塩沢 岳夫
委　　員　金子吉志・矢島照久・小菅茂雄・

平井秀明
情報発信を通じて沼田ロータリークラブと
地域社会を繋ぎ、ロータリークラブ会員同志
の交流を深める。
ロータリークラブの活動を広く地域の人々
に理解される広報活動を行う。
時代の流れに即応しＩＴ化にも挑戦し、効
率的で魅力的な情報発信をして行く。

①情報機関や関係機関へクラブの事業、活動
の様子などの情報提供。
②ホームページの活用を計り、会員への使い
方の周知徹底を行う。
③週会報にて、例会報告、事業予定、理事会
報告、会員情報コーナー、ＲＡＣ・ＩＡＣコ
ーナーを掲載する。
④会報のＩＴ化を進めホームページ上で閲覧
して貰い最後に１年分ＣＤにして配布する。
⑤専用ソフトによる例会、各行事の出欠席報
告、連絡網の推進を継続する。
⑥「エンジョイ・ロータリー」を実現するた
めの策を広報委員会として模索し実行する。
■社会奉仕委員会

桑原　滋委員長
副委員長　小野里雅広
委　　員　都丸順次・井熊開三・天野純一
「それぞれの職業を通じて社会に貢献しよう」
というロータリークラブの理想のもと本年度
は地域の教育力を上げるという切り口から社
会奉仕事業を行う。
また教育委員会、校長会、地域団体と協力

して子供達のスキルアップに貢献するよう活
動を行い、ロータリーの活動を広く地域に理
解されるようにする。
①キャリア教育出前講座の開催
②中学生職場体験の受入　
③平成２３年度沼田市先生の日における講演
会の開催
④教育関係者との情報交換会の開催
⑤子どもたちの世界観を広げるために世界地
図の配布　　　　　　　　　　
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■職業奉仕委員会
武田　寛委員長

副委員長　春日政志
委　　員　金井敬司・峯川卓美・船越和夫
職業奉仕はロータリークラブの、最も基本
となる理念であることを再認識し、諸活動を
実践する。
①通常例会の卓話においてクラブ会員の日頃
の仕事ぶりを紹介してもらう。（年3回程度）
②クラブ奉仕委員会と共同しながら研修旅行
を計画実施。
③職業奉仕に関して委員長卓話の実施。
④職場訪問の実施。
⑤地域の骨格である農業・観光を地域外に広
めるための広報活動。
■国際奉仕委員会

前田善成委員長
副委員長　永井彰一
委　　員　角田　隆・田代経量・小林正典
「必要なところへ必要なものや人を」の精
神のもと国際奉仕の事業を通し、世界の平和
や国際親善を推進する。
①奉仕プロジェクト事業に関する調査研究の
推進。
②各委員会との連携、協力を図り事業を推進。
③世界社会奉仕委員会と連絡を密にし、ＷC
Ｓ事業を行う。
④青少年交換委員会と連絡を密にし、事業を
行う。
⑤カンボジヤに井戸を２基掘ること、記録に
まとめる事業を行う。
■ローターアクト委員会
委 員 長　星野貴明
副委員長　平井秀明
委　　員　永井　明・斉藤正典
当委員会は、ロ－タ－アクトクラブの活動
に対して enjoyロ－タリ－の精神で全面支
援・指導をしていきます。
①ロ－タ－アクトクラブ会員の増強
②ロ－タリ－クラブとロ－タ－アクトクラブ
両会員の友愛を深める
③地区年次大会へクラブとしての参加
④ライラ研修の推進
■インターアクト委員会

戸部聖之委員長
副委員長　田代経量
委　　員　久保郁弥・清野啓介

インターアクトは,奉仕活動を通じて①指
導力と誠実な人格の形成、②他者を尊重し、
進んで助ける態度、③各自の責任を果たし、
一生懸命努力することの尊さ、④国際理解と
推進という事柄の重要性を学びます。
１　インターアクト顧問教師・ロータリアン

合同会議　7月10日市立太田商業高校
２　インターアクト年次大会

7月24日　市立太田商業高校
３　インターアクト海外研修　2011年3月

予定
■ロータリー財団委員会

関　真一委員長
副委員長　桑原伸一郎
委　　員　阿形登氏・小野　勝
ロータリー財団の目標は、効果的なプログ

ラムの促進を通して、様々な国と国民の間に、
理解と友好的関係を構築することでありま
す。
地区レベルの目的を念頭に、クラブ方針によ
る財団募金活動を致します。
１、財団の寄付目標
①クラブ年額　　＄6,000 1人　＄100
②ポリオプラス　1人　＄24 （地区割当て）
2. 事業目標
①　100％「財団の友」会員クラブの推進と
お願い。
②マルチフェローの推進
③ポールハリスソサエティ及びベネファクタ
ーへの理解と勧誘
④財団ボックスへの寄付の活用、氏名の発表
⑤新人会員に入会の際にロータリー財団の理
解と寄付のお願い
⑥11月財団月間を強化して、目標を達成す
る
⑦地区補助金の活用の推進
■米山奨学委員会

副委員長　保坂充勇
委 員 長　割田一敏
委　　員　横山公一
◎事業計画
米山奨学金事業の目的は、将来日本と世界を
結ぶ「架け橋」となって国際社会で活躍する
人材を育成することです。
①米山奨学事業の目的と使命、さらにその必
要性の理解を深めるよう努める。
②特に新入会員には、当該事業を詳しく説明
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し理解をいただき、米山功労者を勧める。ま
た、既に米山功労者の方にはマルチプルへの
お願いをする。
③普通寄付を3,000円とし、米山月間には米
山ＢＯＸへの寄付を募る。
④寄付目標を１人15,000円とする。（普通
寄付3,000円を含む）
⑤米山奨学生、元米山奨学生を卓話にお招き
し、奨学金の使途や奨学生の卒業後の活躍を
知る機会をつくり、理解を深める。

■司　会　　　　　永井彰一ＳＡＡ出席委員
■ソング　日も風も星も　　　　宮澤孝幸君

松野正一会長
夏になり暑い日が続いており、体に気を付
けてお過ごし下さい。ユン君の国ベトナムの
事が新聞に載っていました。共産党独裁国家
であるが政府方針を国会で党が反対して差し
戻されたという記事でした。内容は、高速鉄
道計画が国家予算の３倍かかるので見直せと
いう事です。中国同様解放政策で経済発展し
ており、対米関係も良くなっている事もあり、
ベトナムに影響がある中国が警戒している表
れかもしれません。
ロータリー財団は、今年のＲＩ会長も当然
重視しており、強調事項です。財団の始まり
は1905年で17年基金にして教育のための奉
仕に活用する事になり、47年ポールハリス
の死により本格化して今の型になりました。
財団のプログラムは、教育的プログラム、人
道的プログラム、ポリオプラスとなっていま
す。詳しくは関委員長が財団月間等で説明し
てくれると思います。財団は別組織ですが、
ロータリーの柱として重要となっています。

津久井功幹事
◎地区より
・出席率計算方法の変更について
・地区役員委嘱状
横山公一君　ガバナー諮問委員・意義ある

業績選考委員・ガバナー指
名委員・会員組織強化カウ
ンセラー・地区研修リーダ
ー・地区研修委員長・21世
紀地区デザイン室員

保坂充勇君　地区研修委員・ロータリーの
友

関　真一君　ロータリー財団補助金・奨学
金・年次寄付恒久基金委員

◎ＳＡＡ出席委員会　　　金子吉志副委員長

◎ニコニコ委員会　　　　　今井幸吉委員長
・松野正一君　連休で娘が帰って来て久し振
りに顔を見るのもいいものです。どんどん
嫁の顔に似て来るので驚きです。

・木下　進君　前年度ニコニコ賞を戴き。
・金井敬司君　今日群馬は日本一の暑さ。清
野さんのエレクトーンと共に涼しさと会員
から名演奏メッセージを期待して。

・宮内明彦君　ＳＬホテル敷地内古民家「名
主の館」に昼食レストランを17日オープ
ン。雪ほたか専門店で夏休み土日祝日営業
していますのでご利用下さい。

・関　真一君　全国の住宅コンテストＴＨ大
賞で約700点応募の中から２位の準ＴＨ大
賞を受賞しました。

・ニコニコ一週間　　
今井幸吉君　　阿形登氏君　　水石清治君
荒井静雄君　　宮澤孝幸君　　西田洽司君
小菅茂雄君　　前田善成君　　櫛渕光彦君
津久井功君　　保坂充勇君　　天野純一君
永井彰一君　　峯川卓美君　　桑原　裕君
綿貫利彦君　　武田　寛君　山田龍之介君
角田　隆君　　戸部聖之君　　桑原敏彦君

◎財団BOX IN 関　真一委員長
松野正一君　　西田洽司君　　角田　隆君
津久井功君　　木下　進君　　前田善成君
宮澤孝幸君　　水石清治君　　武田　寛君
山田龍之介君　関　真一君　

◎前年職業奉仕委員会　　　　　金井敬司君
５月にお願いしました利根沼田誘客ハガキ

送付結果をお持ち下さい。今年度職業奉仕委
員会も継続していただけるので資料になりま
すのでお願いいたします。
◎野球部　　　　　　　　　　　天野純一君
19日昭和村還暦野球チームと練習試合を

行い、相手の年齢を感じさせないチームと楽
しく行いました。
◎牛久保前ガバナーより　　桑原　裕前会長
前年の活動がガバナー賞として推薦され、地

区大会で表彰される予定と通知がありました。
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委員会報告

56名

会 員 数

38名

会場出席

２名

メ ー ク

72.73％

出 席 率

71.43％
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